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恒 心

★
諺
に
は
動
物
に
因ち

な

む
も
の
が
多
く
あ

る
。
動
物
に
も
色
々
な
種
類
が
あ
る
が
、

中
で
も
馬
に
関
す
る
も
の
も
多
い
。
我
々

の
日
常
生
活
の
中
で
、
よ
く
使
わ
れ
る

「
馬
耳
東
風
」、「
馬
の
耳
に
念
仏
」
な
ど

は
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
い
頑が

ん

迷め
い

固こ

陋ろ
う

な
態
度
を
さ

す
。
今
の
北
朝
鮮
の
よ
う
な
態
度
で
あ
る
。
★
「
南
船

北
馬
」
は
選
挙
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
、
息
つ
く
暇
も
な

く
東
奔
西
走
し
て
、
選
挙
区
を
忙
し
く
走
り
回
っ
て
い

る
政
治
家
の
日
常
の
様
で
あ
る
。
そ
う
は
な
り
た
く
な

い
も
の
だ
。
★
「
乞
食
が
馬
を
貰
う
」
は
市
会
議
員
時

代
に
先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
。
実
力
不
相
応
な
物
を
貰
っ

て
、
手
に
負
え
な
い
状
態
で
、
厳
し
く
言
う
と
、
経
験

も
統
治
能
力
も
無
い
の
に
3
年
3
ヶ
月
間
、
政
権
を
担

当
し
た
民
主
党
と
よ
く
似
て
い
る
。
★
先
日
、
同
僚
議

員
が
、「
う
ち
の
県
で
公
認
候
補
と
な
っ
た
人
は
、
歳

は
食
っ
て
い
る
が
、
流
石
に
い
い
話
を
し
た
。」
と
感

心
し
て
い
た
。
70
才
を
越
え
る
公
認
候
補
者
が
「
自
分

は
老
馬
の
智
で
も
っ
て
政
治
の
世
界
で
貢
献
し
た
い
」

と
挨
拶
し
た
そ
う
だ
。
★
「
老
馬
の
智
」
と
は
長
年
の

経
験
、
体
験
か
ら
会
得
し
た
智
恵
を
生
か
し
た
い
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
先
の
総
選
挙
で
は
30
、
40
代
が
一
挙

に
増
え
た
。
確
か
に
優
秀
な
人
が
多
い
。
し
か
し
、
知

識
や
、
机
上
の
空
論
だ
け
で
、
人
間
社
会
は
生
き
ら
れ

る
も
の
で
な
い
。
長
い
人
生
の
歩
み
の
中
で
、
収
得
し

た
智
恵
、
つ
ま
り
「
老
馬
の
智
」
が
必
要
で
あ
る
。
★

年
を
重
ね
た
か
ら
、
智
を
収
得
出
来
る
も
の
で
は
な

い
。
普
段
の
勉
強
、
努
力
が
欠
か
せ
な
い
。
私
も
そ
ろ

そ
ろ
高
齢
者
の
部
類
に
入
る
年
齢
に
近
づ
い
て
き
た
。

た
だ
の
老
馬
で
は
な
く
、
皆
の
前
で
、「
老
馬
の
智
」

を
生
か
し
た
い
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
に
精
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

聖
域
な
き
関
税
撤
廃
を
前
提
と
す
る
限
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
を
し
な

い
と
い
う
の
が
、
昨
年
末
の
自
民
党
の
選
挙
公
約
で
あ
っ
た
。
本
年
2
月

22
日
の
首
脳
会
談
の
結
果
、
安
倍
総
理
と
オ
バ
マ
大
統
領
は
、「
環
太
平

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）交
渉
に
関
す
る
共
同
声
明
を
発
表
し
、

「
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
」
が
前
提
で
な
い
こ
と
が
文
書
で
確
認
さ
れ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
自
民
党
本
部
で
は
、
連
日
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
委
員
会
が
開

か
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
わ
が
国
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
論
議
が
交
わ
さ
れ

た
。
15
日
に
は
安
倍
首
相
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
交
渉
に
入
る
こ
と
を
表
明
す
る

た
め
に
、
幹
部
と
し
て
は
そ
れ
ま
で
に
、
党
内
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
る

必
要
が
あ
っ
た
。
13
日
夜
、
党
本
部
で
開
か
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
委
員
会
で

は
、
各
議
員
か
ら
は
交
渉
参
加
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に
対
し
て
、
極
め
て

不
利
な
条
件
が
押
し
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
声
が
あ
っ

た
。
最
終

的
に
、
政

府
は
あ
く

ま
で
も
国

益
を
遵
守

す
る
と
い 

う
前
提
で
、 

も
し
そ
れ

が
守
ら
れ

な
け
れ
ば

脱
退
も
あ 

り
得
る
と

い
う
条
件 

を
つ
け
て
、 

自
民
党
は

了
承
し
た
。

熱
気
の
中
で
白
熱
し
た
議
論TPP交渉参加を表明する安倍首相

自民党ＴＰＰ参加交渉を了承
脱退覚悟で国益遵守を

自民党ＴＰＰ参加交渉を了承
脱退覚悟で国益遵守を
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熱気溢れるTPP対策委員会

二
ノ
湯
議
員
、

O
D
A
調
査
で
ベ
ト
ナ
ムへ

自
民
党

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
決
議
を
ま
と
め
る

安
倍
首
相
に
決
議
書
を
手
渡
す

自
民
党
は
外
交
・
経
済
連
携
本
部（
衛
藤
征

士
郎
本
部
長
）の
中
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
委
員
会

（
西
川
公
也
委
員
長
）を
設
置
、
委
員
会
を
さ
ら

に
5
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

よ
っ
て
生
ず
る
問
題
点
を
検
討
し
て
き
た
。
最

終
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
る
対
策
委
員
会
が
13

日
夜
、
党
本
部
で
開
か
れ
た
。
議
員
の
関
心
が

高
く
、
議
員
も
会
場
に
入
れ
な
い
ほ
ど
の
盛
況

で
あ
っ
た
。
議
員
か
ら
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
心
配

す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
怒
号
が
飛
び
交
う
よ
う

な
光
景
は
な
か
っ
た
。
色
々
な
意
見
や
思
い
が

あ
っ
て
も
、
最
後
に
は
ま
と
ま
る
。
さ
す
が
に

自
民
党
は
大
人
の
政
党
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

こ
の
日
、
党
の
意
見
を
政
府
に
申
し
入
れ
る
決

議
を
と
り
ま
と
め
た
。
14
日
、
幹
部
が
首
相
官

邸
に
安
倍
首
相
を
訪
ね
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
関

す
る
決
議
」
を
手
渡
し
た
。

①
国
民
の
意
見
が
大
き
く
分
か
れ
る
中

で
、
我
が
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の

是
非
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
容
易
で

は
な
い
。
安
倍
総
理
に
お
か
れ
て
は
、

岐
路
に
立
つ
日
本
の
経
済
・
社
会
が

今
後
進
む
べ
き
方
向
を
選
択
す
る

と
い
う
高
い
見
地
か
ら
判
断
願
い
た

い
。
な
か
ん
ず
く
、
上
記
の
よ
う
な

様
々
な
意
見
を
十
分
に
尊
重
さ
れ
、

我
が
国
の
自
然
的
・
地
理
的
あ
る
い

は
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
、
和
が
国

を
取
り
巻
く
国
際
環
境
、
経
済
再
生

の
重
要
性
等
を
踏
ま
え
、
国
家
百
年

の
計
に
基
づ
く
大
き
な
決
断
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

②
な
お
、
仮
に
交
渉
参
加
を
判
断
す
る

場
合
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
国
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
こ

と
か
ら
、
以
下
の
諸
点
を
確
実
に
実

行
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
特
に
、
自
然
的
・
地
理
的
条

件
に
制
約
さ
れ
る
農
林
水
産
分
野
の

重
要
5
品
目
等
や
こ
れ
ま
で
営
々
と

築
き
上
げ
て
き
た
国
民
皆
保
険
制
度

な
ど
の
聖
域（
死
活
的
利
益
）の
確
保

を
最
優
先
し
、
そ
れ
が
確
保
で
き
な

い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
脱
退
も
辞

さ
な
い
も
の
と
す
る
。

⑴
政
府
は
党
内
5
グ
ル
ー
プ
並
び
に

21
作
業
分
野
に
対
す
る
検
討
チ
ー
ム
の

取
り
ま
と
め
の
内
容
を
踏
ま
え
、
2
国

間
交
渉
等
に
も
留
意
し
つ
つ
、
そ
の
主

張
が
交
渉
結
果
に
し
っ
か
り
と
反
映
さ

れ
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
、
交
渉
の
進
展

に
応
じ
、
適
時
に
十
分
な
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
。

⑵
こ
れ
ま
で
、
国
内
の
各
産
業
や
各

制
度
に
つ
い
て
は
、
省
庁
ご
と
に
個
別
に

交
渉
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
に
お
い
て
は
、
強
力
な
交
渉
チ
ー

ム
を
作
り
、
ま
た
閣
内
の
連
携
を
強
く

保
つ
こ
と
に
よ
り
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て

国
益
を
十
分
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
。

（
結
び
）

仮
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
す
る
場

合
は
、
国
益
が
し
っ
か
り
守
ら
れ
、
結

果
と
し
て
日
本
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
よ

う
、
政
府
と
与
党
が
一
体
と
な
っ
て
交

渉
を
進
め
る
べ
く
、
自
由
民
主
党
外

交
・
経
済
連
携
本
部
内
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策

委
員
会
と
政
府
は
緊
密
に
連
携
す
べ
き

で
あ
る
。

ま
た
、
各
国
の
主
張
を
冷
静
に
見
極

め
、
我
が
国
と
し
て
の
主
張
を
効
果
的

に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、
党
と
し
て

も
国
会
議
員
に
よ
る
議
員
外
交
を
、
戦

略
的
、
か
つ
、
積
極
的
に
展
開
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
る
。

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
3
月
8
〜
13
日
の
日
程
で
、
Ｏ

Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）の
調
査
の
た
め
、
安
井
美
沙
子（
民

主
党
・
新
緑
風
会
）、
大
江
康
弘（
自
民
党
・
無
所
属
の
会
）

両
参
議
院
議
員
と
3
名
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー

チ
ミ
ン
の
両
市
を
訪
問
し
た
。
3
名
と
も
ベ
ト
ナ
ム
は
初

め
て
で
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
精
力
的
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
案

件
の
施
設
を
見
学
し
、
日
本
の
援
助
が
上
手
く
生
か
さ
れ

て
い
る
の
を
確
認
し
た
。
同
時
に
、
日
本
企
業
関
係
者
、

現
地
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
意
見
交
換
し
、
非

常
に
有
意
義
な
調
査
視
察
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム

政
府
関
係
者
と
両
国
の
経
済
発
展
、
安
全
保
障
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
両
国
の
緊
密
な
関
係
が
、
ア
ジ
ア
の
発
展
と

安
定
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

○
政
府
高
官
と
の
意
見
交
換
・
3
月
8
日

●
シ
ン
計
画
投
資
省
副
大
臣

△
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
重
要
性

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
和
平
協
定
が
締
結
さ
れ
た
1973
年
に
、

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
は
外
交
関
係
を
樹
立
し
、
今
年
で
40
周

年
を
迎
え
る
。
今
や
両
国
は
「
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と

し
て
、
極
め
て
重
要
な
関
係
に
あ
る
。
日
本
は
ベ
ト
ナ
ム

に
と
り
最
大
の
投
資
国
で
あ
り
、
中
国
に
次
い
で
、
第
2

位
の
貿
易
国
で
も
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
、
日
本
は
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
最
大
の
援
助
国
で
あ
り
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
対
象
は
経
済

発
展
、
民
間
投
資
促
進
に
つ
な
が
る
大
型
の
イ
ン
フ
ラ
開

発
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ

ム
は
今
後
、
益
々
経
済
発
展
を
続
け
て
い
く
と
予
想
さ
れ

る
が
、
そ
の
た
め
に
は
投
資
国
が
安
心
出
来
る
法
制
度
の

確
立
、
人
材
の
育
成
、
イ
ン
フ
ラ（
港
湾
等
）の
整
備
が
必

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
関
す
る
決
議
要
旨
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コイ局長と会談（外務省で）

ニャッタン橋

バイク洪水（ホーチミン市）

バ
イ
ク
洪
水
の
中
を

車
が
走
る

要
で
あ
り
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
は
特
に
期
待
し

て
い
る
。
さ
ら
に
経
済
発
展
に
伴
う
貧
富
の
格

差
是
正
、
ベ
ト
ナ
ム
は
海
抜
が
低
い
た
め
に
気

候
変
動
対
策
問
題
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
使
い
た
い
。
ベ
ト
ナ
ム

政
府
、国
民
は
日
本
の
援
助
に
感
謝
し
て
い
る
。

●
ガ
ー
外
務
省
多
国
間
経
済
協
力
局
長

☆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
巡
る
ベ
ト
ナ
ム
の
実
情

ベ
ト
ナ
ム
は
2010
年
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
そ
の
後
3
年
間
、
準
備
を
続
け

て
、
交
渉
の
中
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
内
容
を
議

論
し
て
き
た
。
な
ぜ
ベ
ト
ナ
ム
は
参
加
す
る
の

か
。
ベ
ト
ナ
ム
は
全
体
的
な
立
場
か
ら
参
加
を

決
め
た
。
近
年
ベ
ト
ナ
ム
は
経
済
成
長
が
低
く

な
っ
て
き
た
。
経
済
発
展
の
た
め
に
は
、
法
制

度
の
整
備
、
国
民
の
意
識
改
革
も
必
要
で
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム

の
改
革
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
。
ベ
ト
ナ
ム
に

と
っ
て
の
課
題
は
3
つ
あ
る
。
①
繊
維
製
品
に

関
す
る
原
産
地
規
則
の
問
題
②
水
準
の
高
い
環

境
問
題
③
労
働
環
境
の
改
善
に
関
す
る
問
題
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
意
見
集

約
を
は
か
っ
て
き
て
お
り
、
国
民
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
日
本
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
歓
迎
し
た
い
。
日
本
の
参

加
は
、
①
単
な
る
経
済
、
貿
易
だ
け
で
な
く
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦
略
に
と
っ
て
重
要
で
あ

る
。
②
今
後
20
年
間
に
亘
る
ア
ジ
ア
の
経
済
発

展
に
と
っ
て
良
い
機
会
で
あ
る
。
交
渉
に
参
加

し
て
、
2
国
間
、
多
国
間
と
の
交
渉
を
し
て
、

最
終
的
に
日
本
の
利
益
を
考
え
て
、
参
加
す
る

か
ど
う
か
を
決
め
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。

●
コ
イ
外
務
省
北
東
ア
ジ
ア
局
長

☆
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
海
上
安
全

両
国
関
係
は
、
草
の
根
交
流
だ
け
で
な
く
、

政
府
、
政
治
家
の
相
互
訪
問
も
頻
繁
に
行
わ
れ

て
い
る
。
両
国
関
係
は
経
済
だ
け
で
な
く
、
安

全
保
障
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
1

月
に
安
倍
首
相
が
我
が
国
を
訪
問
さ
れ
、
意
見

交
換
し
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
に
と
っ

て
、
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定
が

重
要
で
あ
る
こ
と
が
、
確
認
出
来
た
。
今
、
東

シ
ナ
海
に
お
い
て
、
中
国
の
動
き
が
お
か
し

い
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
が
悪
い
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
が
意
見
交
換

を
し
て
い
る
時
、
中
国
は
尖
閣
諸
島
は
日
本
が

間
違
っ
て
い
る
と
言
い
、
南
沙
諸
島
で
も
ベ
ト

ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
が
間
違
っ

て
い
る
と
言
う
。
ベ
ト
ナ
ム
は
国
際
法
に
も
と

づ
い
て
東
シ
ナ
海
問
題
を
解
決
す
る
立
場
で
あ

り
、
武
力
に
よ
る
解
決
に
強
く
反
対
す
る
。
中

国
が
大
国
に
ふ
さ
わ
し
い
責
任
を
果
た
す
こ
と

を
祈
っ
て
い
る
。
公
海
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
、日
本
と
ア
セ
ア
ン
諸
国
は
協
力
し
よ
う
。

視
察
し
た
政
府
開
発
援
助
対
象

3
月
9
日（
ハ
ノ
イ
）

○
ニ
ャ
ッ
タ
ン
橋

ハ
ノ
イ
市
の
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
と
期
待

さ
れ
る
。
日
本
の
経
験
と
技
術
を
活
か
し
た
紅

河
に
架
か
る
巨
大
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
バ
ッ
ク
マ
イ
病
院

病
棟
、
医
療
技
術
、
医
療
器
械
に
も
日
本
が

貢
献
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
中
核
病
院

3
月
10
日

○
ド
ゥ
ン
ラ
ム
村

文
化
財
の
保
存
技
術
と
観
光
な
ど
の
町
お
こ

し
に
協
力
し
、
村
の
人
材
育
成
に
取
り
組
む

3
月
11
日（
ホ
ー
チ
ミ
ン
）

○
ホ
ー
チ
ミ
ン
工
科
大
関
連
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ

ン
ト東

大
と
の
技
術
協
力
で
農
業
廃
棄
物
を
利
用

し
て
バ
イ
オ
ガ
ス
と
エ
タ
ノ
ー
ル
を
生
産
。
地
域

住
民
の
生
活
の
安
定
と
環
境
保
全
に
役
立
て
る

○
水
環
境
改
善
事
業

大
阪
市
か
ら
の
下
水
道
局
専
門
家
が
指
導
し

て
、
汚
水
処
理
と
水
環
境
改
善
に
取
り
組
む

○
ホ
ー
チ
ミ
ン
盲
人
協
会

日
本
か
ら
の
寄
付
に
よ
る
点
字
用
の
パ
ソ
コ

ン
と
印
刷
機
に
よ
っ
て
盲
人
の
小
学
生
用
の
教

科
書
と
職
業
訓
練
用
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成

3
月
12
日

○
ロ
ン
ア
ン
省
工
業
団
地

日
本
の
自
治
体（
神
戸
市
）と
民
間
企
業
の
協

力
に
よ
る
公
害
を
出
さ
な
い
環
境
に
配
慮
し
た

工
業
団
地

○
ト
ゥ
ア
ン
ア
ン
障
害
児
教
育
セ
ン
タ
ー

日
本
の
寄
付
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
言
語
聴

覚
訓
練
施
設
で
、
聴
覚
障
害
児
の
機
能
回
復
訓

練
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
庶
民
の
足
は
バ
イ
ク
。
そ

の
数
3
千
万
台
と
言
わ
れ
て
い
る
。
広
い
道

も
バ
イ
ク
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
2
、
3
人
乗
り

も
あ
れ
ば
、
幼
児
を
乗
せ
て
い
る
の
も
あ
る
。

我
々
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
移
動
で
あ
っ
た
が
、

ハ
ラ
ハ
ラ
し
通
し
で
、
心
臓
に
悪
か
っ
た
。
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「日本真生塾」　第30回・第31回例会のお知らせ
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＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：近藤）

★今後のテーマは「戦後の日本」について進めてまいります。

TEL：050－7544－4018　メール：nihonsinseijuku＠yahoo.co.jp
内容・年会費など詳しくはホームページをご覧ください。日本真生塾 で検索。　

日本真生塾　塾長　岡本幸治

二
ノ
湯
武
史
氏
、

自
民
党
公
認
候
補
者
に
決
定

一
、
1
票
の
格
差
が
２・
４
３
倍
あ
る
状
態
の

昨
年
末
の
総
選
挙
は
違
憲
で
あ
る
と
東
京
高
裁

が
判
決
を
下
し
た
。
1
票
の
格
差
是
正
は
、
各

党
の
利
害
が
対
立
し
て
、
実
現
し
な
い
。
立
法

機
関
で
あ
る
国
会
は
司
法
か
ら
指
摘
さ
れ
る
ま

で
も
な
く
、
改
革
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
、
中
国
の
大
気
汚
染
は
深
刻
で
あ
る
。
汚
染

は
自
国
だ
け
で
な
く
、
気
流
に
乗
っ
て
隣
国
に

ま
で
被
害
が
及
ぶ
。
か
っ
て
日
本
は
四
日
市
ぜ

ん
そ
く
と
い
う
公
害
を
経
験
し
た
。
公
害
克
服

に
は
費
用
が
か
か
る
が
、
世
界
第
2
の
経
済
大

国
の
中
国
。
世
界
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
。

一
、
勝
て
ば
官
軍
。
そ
れ
が
端
的
に
表
れ
る
の

が
政
治
の
世
界
。
野
党
時
代
の
自
民
党
本
部
は

閑
散
と
し
て
い
た
。
人
気
の
な
い
部
会
に
は
、

参
加
す
る
議
員
は
ほ
ん
の
数
人
と
い
う
有
様
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
は
ま
る
で
様
変
わ
り
。
ど

ん
な
部
会
も
多
く
の
議
員
が
参
加
し
て
い
る
。

一
、
最
近
親
し
い
「
ラ
ー
メ
ン
屋
」、「
喫
茶
店
」

の
主
人
に
聞
く
と
、
景
気
は
良
く
は
な
っ
て
い

な
い
が
、
底
な
し
沼
の
状
態
か
ら
、
よ
う
や
く

足
が
地
に
着
い
た
感
じ
が
し
て
き
た
と
い
う
。

庶
民
の
最
前
線
に
い
る
人
達
の
声
に
も
景
気
回

復
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
き
た
。

一
、
国
民
新
党
の
自
民
党
へ
の
合
併
問
題
に
ケ

リ
が
つ
い
た
。
国
民
新
党
は
自
民
党
の
野
党
時

代
、
民
主
党
と
連
立
政
権
を
組
み
、
閣
僚
を
出

し
て
い
た
。
い
わ
ば
美
味
し
い
物
を
食
べ
、
い

い
時
を
過
ご
し
た
。
民
主
党
が
野
党
に
な
る
と
、

今
度
は
自
民
党
で
は
筋
が
通
ら
な
い
。

一
、
最
近
の
若
者
は
内
向
き
で
、
海
外
に
出
よ

う
と
し
な
い
と
嘆
き
の
声
が
聞
か
れ
る
が
、
ア

ジ
ア
の
諸
国
で
、
海
外
協
力
隊
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
献
身
的
に
働
く
若
者
に
多
く
出
会
っ

た
。
特
に
30
才
前
後
の
女
性
が
多
い
。
頼
も
し

い
限
り
で
あ
る
。

一
、
所
変
わ
れ
ば
品
変
わ
る
と
い
う
。
国
に

よ
っ
て
食
べ
物
も
様
々
で
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
で

は
犬
や
熊
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
る
よ
う
だ
。
国

道
沿
い
に
は
、
犬
、
熊
の
肉
を
売
る
店
が
結
構

あ
る
。
日
本
人
か
ら
見
る
と
、
気
持
ち
が
悪
い

と
思
う
が
、こ
れ
も
ひ
と
つ
の
食
文
化
で
あ
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご
支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に
ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

自
民
党
本
部
は
2
月
28
日
、
選
挙

対
策
本
部
会
議
を
開
き
、
滋
賀
県
連

か
ら
申
請
の
あ
っ
た
二
ノ
湯
武
史
氏

（
36
）を
参
議
院
選
挙
公
認
候
補
者
と

し
て
決
定
し
た
。

先
月
号
で
京
都
府
出
身
の
法
務
大
臣

が
、
谷
垣
禎
一
氏
で
3
人
目
と
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。
林
田
悠
紀
夫
先
生
が
京
都
府

知
事
を
退
任
さ
れ
た
直
後
、
参
議
院
選
挙

に
出
馬
さ
れ
、
法
務
大
臣
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
名
知
事
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
法

務
大
臣
を
経
験
さ
れ
た
こ
と
を
全
く
失
念

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
苦
情
と

過
ち
の
指
摘
の
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お
詫
び
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

私
は
、
京
都
大
学
、
松
下
政
経
塾
を
卒

業
後
、
進
学
学
習
塾
を
設
立
し
、
子
供
の

教
育
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
明
る
い
未
来
を
描
け
な

い
子
供
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
し
、
日
本

の
将
来
を
危
惧
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。国

政
へ
の
想
い
を
募
ら
せ
て
い
た
と
こ

ろ
、
ご
縁
が
あ
っ
て
自
民
党
の
公
認
を
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
滋
賀
の
地
に
骨
を
埋
め

る
覚
悟
で
、
そ
し
て
こ
の
滋
賀
の
地
か

ら
、
景
気
回
復
、
教
育
再
生
に
邁
進
し
て

ま
い
る
所
存
で�

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
大
き
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、よ
ろ
し
く�
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
ノ
湯
武
史
の
決
意

お
　
詫
　
び


